第８章　意見・要望
１．総括

この調査では、障がいのある人などに実態や意向等について選択形式によりお聞きしたほか、今後の市の取り組みや市民の皆さんの議論や活動に生かしていけるよう、記述形式により意見や要望をお聞きしました。

いただいた意見や要望の内訳は、表８－１のとおりで、具体的には主に192から205ページまでのような記入がありました。

表　8-1　意見・要望　

単位：件
	区　　分
	住まい
	生活
	医療・
保健
	就労
	就学
	移動
	社会
参加
	情報・
相談
	差別・
理解等
	その他
	計

	視覚障がい
	－
	４
	２
	２
	－
	６
	－
	２
	７
	11
	34

	聴覚等障がい
	－
	６
	－
	２
	－
	－
	２
	12
	４
	７
	33

	言語等障がい
	１
	２
	－
	－
	－
	－
	１
	－
	１
	－
	５

	肢体不自由
	４
	26
	７
	10
	１
	10
	４
	９
	12
	25
	108

	内部障がい
	－
	15
	12
	７
	－
	５
	２
	11
	16
	25
	93

	知的障がい
	８
	14
	１
	３
	－
	１
	２
	７
	５
	９
	50

	精神障がい
	－
	９
	２
	６
	－
	２
	－
	８
	13
	20
	60

	指定難病
	１
	４
	16
	－
	－
	２
	３
	７
	３
	18
	54

	手帳未所持
	－
	１
	２
	１
	－
	－
	－
	１
	２
	２
	９

	障がい児
	１
	34
	13
	２
	17
	３
	８
	18
	24
	15
	135

	計
	15
	115
	55
	33
	18
	29
	22
	75
	87
	132
	581


２．住まい

表　8-2　住まい

	区　　分
	主な内容

	言語等障がい
	・高次脳機能障がいの人が生活できる施設があると助かる

	肢体不自由
	・親亡き後が心配、入所施設の充実が必要である

	
	・動けなくなった時に入所できる施設を充実してほしい

	
	・車いすで自由に動けるスペースがある部屋がほしい

	
	・車いすで生活できる住宅の情報がほしい

	知的障がい
	・入所施設、グループホームの整備、充実

	
	・入所施設の料金を安くしてほしい

	
	・障がい者用の住宅を増やしてほしい

	指定難病
	・低料金で入居でき、サービスが受けられるところがほしい

	障がい児
	・バリアフリーのアパートなどの住まいを充実してほしい


３．生活

表　8-3　生活

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・経済的に補助等の支援が必要である

	聴覚等障がい
	・補助等の充実

	
	・ＮＨＫの受信料の全額免除

	
	・耳が聞こえないので電話ができないのが困る

	言語等障がい
	・失語症に対しての理解と援助が少ないため、収入が少なく生活が苦しい

	肢体不自由
	・年金、生活保護費が少なく、働くことができなく、生活が苦しい、将来不安である

	
	・経済的な支援が必要である

	
	・すべての等級で障がい者年金を受給できるようにしてほしい

	
	・障がい者は収入は少なく、固定資産税は負担である

	
	・重度化していくことが心配である（改善していくことは難しい）

	
	・家族の介護の疲れ、ストレスがあり、家族に介護ができるか心配である

	
	・障がいが重くなった時に使えるサービスの充実（移動・介助・生活の場）

	
	・ショートステイの充実

	
	・訪問介護の時間を増やしてほしい

	
	・デイケアを増やしてほしい

	
	・施設の食事が十分でない

	
	・重度の障がい者の居場所づくりが必要である

	
	・公共トイレでも洋式がないと、和式は利用できず困る時が多い

	内部障がい
	・障害年金等が少ない

	
	・障害年金、その他手当等の不正受給など障がい者自身のモラルが低下している

	
	・障害者特別手当を（身体障害者手帳）１種１級であれば支給してほしい

	
	・ストマ（使い捨て）助成の全額支給等

	
	・人工膀胱の補助金の上限額を上げてほしい

	
	・税金の免除

	
	・介護関係者の虐待などをなくしてほしい

	
	・家族介護者への支援の充実

	
	・一人でできることは何でもやるようにする

	
	・将来の生活が不安である


	区　　分
	主な内容

	知的障がい
	・自立、自活できる経済的援助が必要である

	
	・介護者支援としてショートステイを利用できる日数を増やす

	
	・通所施設での利用時間を長くしてほしい

	
	・障がい者への家事支援サービスが介護サービスに移り、利用できる時間が減ったが、障がい者と健常者とはわけて考えてほしい

	
	・通所している施設でも泊まることができるとよい

	
	・介護施設の知的障がい者のヘルパーが不足している

	
	・障害福祉サービス事業所での職員の不足が気になる

	
	・放課後デイサービスのようなサービスがあると大変ありがたい

	
	・福祉用具等の決定を早く通知してほしい

	
	・親亡き後の将来が不安である

	精神障がい
	・今の障害者年金では生活が苦しい（障害年金の給付要件の緩和）

	
	・成年後見制度を安心して利用したい

	
	・名古屋市に比べると福祉サービスが少ない

	
	・将来の生活（経済面）が不安である

	
	・親亡き後の生活が心配である

	指定難病
	・医療費の補助しかないため、何かあったら生活できない

	
	・働きたいが、働けない健康状態なので何か支援があるとありがたい

	
	・家族とのコミュニケーションがうまく取れない

	手帳未所持
	・生活が非常に苦しいため、経済的支援制度を増やしてほしい

	障がい児
	・障がい者施設、サービスを増やしてほしい

	
	・放課後デイサービスの充実、増加を望む

	
	・土・日曜日などに過ごせる場、サービスがほしい

	
	・働いているので子どもの預かりサービスを充実してほしい

	
	・働きながら障がい児をみていくことは、身体的・精神的負担が多い

	
	・事業所の監視をしっかり行ってほしい

	
	・中学、高校に行っても勉強や社会性を身につけられるような支援がほしい

	
	・サポートブックの内容を改良してほしい

	
	・経済的に将来の生活への不安がある


４．医療・保健

表　8-4　医療・保健

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・健康づくりのため、スポーツセンターの充実や健康センターでの障がい者への配慮が必要である

	
	・名古屋のリハビリテーションのような場は重要である

	肢体不自由
	・医療費が高い

	
	・高額医療費の手続きが面倒である

	
	・後天性の障がいに対する医療の充実

	
	・終末まで入院できる病院が少ない

	
	・身近に車いすでも診察してもらえる耳鼻科病院がほしい

	
	・医師の障がいについての知識が十分でない

	内部障がい
	・医療費の無料化、補助

	
	・抗ガン剤を使用しているが、ジェネリック医薬品がなく医療費が高額である

	
	・生命保険加入のための支援がほしい

	
	・病院の対応があいまい

	
	・人工透析を受けているため送迎と透析の時間で１日が過ぎてしまう

	
	・透析をしている病院を通していろいろな情報を得たい


	
	・自立支援医療受給の申請書など書類が届くのが遅い

	知的障がい
	・医療費を１割負担にしてほしい

	精神障がい
	・リハビリの充実

	指定難病
	・医療費の負担の軽減

	
	・治療法や治療薬の開発、研究を進めてほしい

	
	・指定難病の医療費の受給について、病院、医師に対する指導や周知を強化すべきである

	
	・毎年の指定難病の申請が大変であり、簡素にしてほしい

	手帳未所持
	・自己負担の医療費が年々増えて、大変である

	障がい児
	・中高校生になると障がい認定がされなくなる可能性が高く、医療費が心配である

	
	・市内において障がい児のためのＰＴ、ＯＴ、ＳＴが受けられる機関が少なく不便である

	
	・障がい者用の病院がほしい

	
	・子どもの障がいに合った医療機関が明確にわかるとよい

	
	・アトピー性皮膚炎は今のところ完療できないので、難病指定してもらいたい

	
	・治療の対象にならないことに疑問を感じる

	
	・リハビリ施設の利用が同時期に複数個所でできないことに困っている

	
	・医療ケアのできる放課後デイサービスが少ない


５．就労

表　8-5　就労

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・障がいがあっても働きやすい職場が増えてほしい

	聴覚等障がい
	・障がい者に対する職場での配慮が欠けている

	
	・市役所の職員として、積極的に聴覚障がい者を採用してほしい

	肢体不自由
	・障がい者が仕事できるチャンスが少ない

	
	・就労、自営や起業への支援がほしい

	
	・県内でスキルの高い訓練が受けられる場があるとよい

	
	・Ａ型とＢ型など能力にあった作業所に入れた方がよい

	
	・働く場所の情報がほしい

	
	・就労の相談の場がわからない

	
	・心理カウンセラーを派遣し、働く上での悩みの相談場所を設けてほしい

	内部障がい
	・障がいがあっても、働きたい

	
	・資格を取ってもなかなか仕事に就けない

	
	・職場（企業）などは業績が優先され、障がい者にとってはつらい面もある

	
	・市の外郭団体等でもっと多く障がい者を採用すべきである

	
	・ハローワークなどとの連携強化

	知的障がい
	・一般企業での障がい雇用が増えるとよい

	
	・長く安心して働ける正規職員雇用を増やしてほしい

	
	・ハローワークが身近な場所にあると便利である

	精神障がい
	・職場で指導、相談、環境など障がい者への配慮が感じられない

	
	・障がい者が安心して働ける場が増えていほしい

	
	・働き場の情報提供がほしい

	
	・就労施設の給料が少ないので、賃金を上げてほしい

	手帳未所持
	・スキルを生かせる職場などがあるとよい

	障がい児
	・高校卒業後に本人の希望する仕事に就くことは難しい

	
	・就労も含めて将来に不安を感じる


６．就学

表　8-6　就学

	区　　分
	主な内容

	肢体不自由
	・小中学校の授業参観において、階段では不便であるため、エレベーターがほしい

	障がい児
	・特別支援学校の数が少なく、遠くて通学が困難である

	
	・特別支援学校の質の向上、教員のレベルアップを図ってほしい

	
	・学校に特別支援学級を設置してほしい（支援をもっと手厚く）

	
	・学校の特別支援学級の先生が足りない

	
	・通級を全学校につくってほしい

	
	・学校の先生によって対応や理解に差があるように感じる

	
	・学習障がいのある子どもには、タブレットを用いた授業を行ってほしい

	
	・もっと学力を伸ばし、可能性を広げてあげたい

	
	・送り迎えのある通園先が少ない

	
	・障がいのある子どもに対して保育園への入園基準を見直してほしい

	
	・自閉症専門の療育施設があったらよい

	
	・小児の訓練の場が少ない


７．移動

表　8-7　移動

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・音響信号の普及

	
	・点字ブロックを増やしてほしい

	
	・バスの案内の音量を大きくしてほしい

	
	・運転免許を取得できず、タクシー利用が多いためタクシーチケットの支給を受けたい

	
	・ガイドヘルパーの観劇代、食事代等を利用者が払うと決められているが、複数の利用者で１人のヘルパーの利用ができないか

	肢体不自由
	・歩道と車道に段差があり、車いすで走行する際に不安がある

	
	・通院の交通手段が車しかなく大変である

	
	・バスの本数の増加

	内部障がい
	・新しくできた道路でも、段差がきつい

	
	・一般的に車いすのない店が多く、車いすでは入れない段差や階段のある店が多い

	
	・車に乗り移るまでに、時間がかかるため、駐禁の取り締まりが厳しくて安心して停めておけない

	
	・透析患者の通院で、帰りは代行のようなサービスがあるとよい

	
	・ＥＴＣ割引の対象者の緩和

	知的障がい
	・月に１回以上、静岡の病院へ通院しており、高速道路の割引きサービスがほしい

	精神障がい
	・電車の障がい者割引きがあればもっと外出しやすい

	
	・市営の駐輪場に定期利用の割引きはあるが、一時利用の割引きがない

	指定難病
	・タクシー券の支給など、外出時の交通費への支援

	
	・バス路線の見直し

	障がい児
	・移動支援サービスを通学でも使えるようにしてほしい

	
	・通学や通院には支援がないため、医療的ケアの必要な子どもの通学に関して配慮がほしい


８．社会参加

表　8-8　社会参加

	区　　分
	主な内容

	聴覚等障がい
	・市の行事、イベント等において文字情報の提供や要約筆記を設置するなど、聴覚障がい者への配慮がほしい

	言語等障がい
	・着替えが楽にできるトイレが増えるとよい

	肢体不自由
	・洋式トイレの設置

	
	・まちに気楽に車いすで出られるよう、利用できるトイレ、交番、支援機関などの簡易マップを地域ごとにつくり、公共の場に置いてほしい

	
	・障がい者が旅行へ行きやすくする工夫をしてほしい

	
	・コミュニケーションが取れないので困っている

	内部障がい
	・オストメイトでも使用できるトイレを増やしてほしい

	
	・美術館などの入場料を無料にしてほしい

	知的障がい
	・障がいがあっても、安心して参加できるような「スポーツをする場所」「趣味に取り組める場所」をつくってほしい

	
	・知的障がい者のスポーツ講座、教室など定期的に運動できる場をつくってほしい

	指定難病
	・施設を使用する際に障がい者にとって、和式の便所のみでは不便であり、洋式便所の設置を検討してほしい

	
	・患者会の総会や交流会等催し物の会場を無料で貸してほしい

	
	・美術館等での障がい者割引で利用が可能になれば外出のきっかけにもなる

	障がい児
	・公共施設でのバリアフリー化や点字ブロック、障がい者用駐車場の整備など、ユニバーサルデザインのまちづくりを進めてほしい

	
	・障がい者のみが楽しむコンサート、映画、スポーツ教室などがほしい


９．情報・相談等

表　8-9　情報・相談等

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・パソコン・ＳＮＳ等の習得、訓練できる機会があるとよい

	
	・最後まできちんと話を聞いてほしい

	聴覚等障がい
	・身近に手話のできる人がほしい

	
	・聞こえない、聞き間違いなどで困ることが多い

	
	・公的機関や病院への相談や診療の予約など、電話では不可能であり、ＦＡＸでやり取りできると助かる

	
	・公共施設や病院、店舗等で電光表示での案内が必要である

	
	・映画・テレビなどの文字情報を増やしてほしい

	
	・スマホで気軽に情報が取れたり、頼めたりできるとよい

	
	・窓口に補聴器があると助かる

	
	・聴覚障がい者が利用できる支援制度等をもっと周知してほしい

	
	・民生委員・児童委員を知らない

	肢体不自由
	・法律、条例、支援サービスの情報提供がほしい

	
	・誰にでも相談できる場所が身近にあったり訪問してもらえるとよい

	
	・同じ病気で苦しむ方のアドバイスを聞きたい

	
	・法律相談ができる場が必要である

	
	・市役所の窓口対応は親切だと感じる

	
	・高齢者、障がい者が行動しやすい窓口にしてほしい

	
	・窓口が事務的である

	内部障がい
	・市の積極的な情報提供を望む

	
	・相談の場がわかりづらい

	
	・親身に相談にのってもらいたい

	
	・行政や病院で十分な相談支援が得られない

	
	・いろんな手続きが複雑で面倒なため、もっと簡単にしてほしい

	
	・障害者年金の手続き等を簡単にしてほしい

	
	・受付で担当者以外だと待たされることが多い

	知的障がい
	・福祉避難所の情報をもっとわかりやすく公開してほしい

	
	・お金に困った時に相談できるところがあるといい

	
	・将来のことを考えると心配であり、どこに相談してよいかわからない

	
	・相談支援員に訪問してもらいたい

	
	・行政の窓口対応をしっかりしてほしい


	区　　分
	主な内容

	精神障がい
	・福祉サービスをまとめた冊子がほしい

	
	・相談の場をつくってほしい（障がい者同士も含めて）

	
	・通院で先生と十分話ができない

	
	・入院中相談相手がいない

	
	・精神障がい者の心のケアをできる専門の方をもっと増やす

	
	・役所や保健所での手続きが困難なため、代理人がスムーズに行えるような方法を考えてほしい

	指定難病
	・法律、条例などを広報で知らせて、わかりやすく説明してほしい

	
	・インターネットでの情報入手では、パソコンを使用できない人は困る

	
	・障がい福祉に関する相談窓口がどこかわからない

	
	・民生委員の役割を知りたい

	手帳未所持
	・要望を伝えられる機会が限られているので、物事を伝えやすい場や問合せ先があるとよい

	障がい児
	・福祉サービスや施設の手続き等の情報提供をもっとしてほしい

	
	・障がい福祉の制度やサービス利用について、わかりやすくしてほしい

	
	・健診の時などに福祉サービスや療育機関等がわかるパンフレットが配布等されるとよい

	
	・メール等を活用して情報提供してほしい

	
	・友人などから、少なくても情報が入ってくることがうれしい

	
	・専門家を配置するなどし、いろいろなことがまとめて相談できる窓口がほしい

	
	・親の要望を気軽に聞いてもらえる窓口を設けてほしい

	
	・相談時の職員の対応を見直してほしい

	
	・行政の事務手続きを簡素化してほしい

	
	・エールぎふで様々な手続きができると助かる


10．差別・理解

表　8-10　差別・理解

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・視覚障がいに対する理解や教育を充実してほしい（少数で理解されにくい）

	
	・点字ブロックの意味を小・中学生、高校生に理解してほしい

	
	・点字ブロックの上に商品や看板があり、歩くのに困る

	
	・金融機関等の窓口で記入する時に配慮してほしい

	聴覚等障がい
	・聴覚障がいの理解のための活動の場を広げるとよい

	
	・聴覚障がいの理解、難聴と「ろう」の違いについて理解してほしい

	
	・聴覚障がいは見た目ではわかってもらえない

	言語等障がい
	・音声、言語機能障がいは広く理解（認知）されているのか

	肢体不自由
	・障がい、障がい者に対する理解を促す

	
	・差別のない社会を望む

	
	・希少難病の理解をもっと広めてほしい

	
	・障がい者のマークが乱用されている

	内部障がい
	・内部障がい者は外見ではわからないので、周囲から理解されにくい

	
	・障がい者理解に対する教育が必要である

	
	・「障がい者」に対してどのようなイメージがあるのかを知りたい

	
	・行政の施設のバリアフリー化を進め、障がいへの配慮を図ってほしい

	
	・民生委員には障がい者に配慮した対応をしてほしい

	
	・ヘルプカードの普及を望む

	知的障がい
	・いろいろな障がいを理解していくことが難しい

	
	・障がい者と普通に接してほしい

	
	・障がい者への虐待や脅迫、ストーカー行為をなくす

	
	・サービスの利用にあたって周囲の偏見がある

	精神障がい
	・障がいに対する差別、偏見がある

	
	・精神障がいへの理解が必要である

	
	・発達障がいへの理解が必要である

	
	・職場や施設で差別や偏見がある

	
	・「障がい」の名称を変更し、イメージを変える


	区　　分
	主な内容

	指定難病
	・市民への法令や条例の周知が必要である

	
	・行政のやることは、本当の優しさや思いやりがないと感じる

	
	・障がい者用駐車場に健常者が駐車されることが多くあり問題である

	手帳未所持
	・障がい者と周囲の人が理解しあえる環境づくりができたらよい

	
	・子どもの頃から思いやりをもつ教育が必要である

	障がい児
	・障がいに対する偏見、差別をなくしてほしい

	
	・障害者差別解消法などの法律や条例が施行されても差別や偏見はなくならないと思う

	
	・障がいの有無に関わらず、一緒に学べることができれば、差別や偏見がなくなるのではないか

	
	・障がいについて学べる場をつくってほしい

	
	・障がい者を特別扱いするのもよくない

	
	・発達障がい、発達障がい児への理解を深めてほしい

	
	・親が子どものことを正しく理解する


11．その他

表　8-11　その他

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・障がい者用ICカードがほしい

	
	・アンケートの機会を増やしてほしい

	
	・点字のアンケートを作成すべきである

	聴覚等障がい
	・アンケートの結果を受けて、今後の取り組みについて広報等で報告してほしい

	肢体不自由
	・手助けを受けながら自分たちの行動範囲を広めていけるような社会、障がい者の生活しやすい社会、共生社会であってほしい

	
	・障がい者自身の自立心が必要である

	
	・計画が机上の空論にならないようにしてほしい

	
	・障がい者の等級の基準を考え直してほしい

	
	・障がい者手帳を常に持ち歩くのにカードサイズだとありがたい

	
	・福祉避難所での医療ケアやプライバシーの問題がある

	
	・まちづくりが不満である

	
	・アンケート結果を活用して、反映させてほしい

	内部障がい
	・協力できることがあれば積極的に活動したい

	
	・災害時での避難所での医療等に関する支援が必要である

	
	・非常時に食事の制限がある方はどうするのか不安である

	
	・福祉の方々がとても親切で助かっている

	
	・障がい者の実態調査を進め、福祉政策に役立ててほしい

	知的障がい
	・障がい児福祉に関してはとても充実しているので、障がい児から障がい者への継続した支援を望む

	
	・将来ある若者の障がい者に対する支援も必要である

	
	・文章が難しく、ほとんどわからない

	精神障がい
	・岐阜市の取り組みに満足している

	
	・障がいがメリットになるようなことをしたい

	
	・障がい者手帳などを取りに行くのが難しいので送ってほしい

	
	・障がいのニーズを把握している市であってほしい

	
	・アンケートを書けない人の意見こそ、くみとってほしい


	区　　分
	主な内容

	指定難病
	・障がい者に優しいまちづくりを進めてほしい

	
	・障がい福祉課と庁内関係部署との情報共有ができていない

	
	・指定難病患者にも障がい者手帳と同様の手帳が交付されることを希望する

	
	・アンケートに基づき、障がい者の立場での支援をしてほしい

	手帳未所持
	・改善するのは大変だが、お願いしたい

	障がい児
	・障がいの判定を見直してほしい

	
	・アンケートがわかりづらい、質問が多い、結果が反映されないなど

	
	・アンケートの結果を生活に生かしてほしい

	
	・アンケートに協力できて、うれしかった
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